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海洋研究開発機構における海洋地球観測データの管理と公開について

̶報告̶

海洋観測データ公開システムの持続的発展を目指して

佐藤 孝子1∗， 角田 晋也1， 富山 隆將1， 小熊 幸子1， 市山 祐司1， 長谷 英昭1， 福田 和代1， 齋藤 秀亮1，
華房 康憲1， 園田 朗1， 坪井 誠司1

独立行政法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）は海洋観測のため毎年約百航海を実施している．地球情報研究センター
ではこれらの航海により得られた海洋観測を始めとし，陸域観測も含めた様々な地球環境データや，関連航海の多種サ
ンプルを公開しており，サンプルのメタデータも含むデータ公開システムの使い易さ，すなわちユーザビリティの向
上を目指している．ここでは主にJAMSTEC航海・潜航データ探索システム（Data Research System for Whole Cruise
Information in JAMSTEC: DARWIN）および深海底岩石サンプルデータベース（Geochemistry and Archives of ocean
floor rocks on Networks for Solid Earth Knowledge Integration: GANSEKI）で改善された直近の事項について解説する．
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The trial for the sustainable development of the system for publicizing of the ocean-observation data of JAMSTEC
Archive and dissemination of marine-earth science data and samples at JAMSTEC

̶Report̶

The trial for the sustainable development of the system for publicizing of the

ocean-observation data of JAMSTEC

Takako Sato1∗, Shinya Kakuta1, Takayuki Tomiyama1, Sachiko Oguma1, Yuji Ichiyama1, Hideaki Hase1, Kazuyo Fukuda1,

Hideaki Saito1, Yasunori Hanafusa1, Akira Sonoda1, and Seiji Tsuboi1

The Japan Agency for Marine-Earth Science and Technology (JAMSTEC) are operating about one hundred of research
cruises every year. The collected data are published at multiple JAMSTEC data sites as part of the metadata-tagged geo-
environmental data maintained by Data Research Center for Marine-Earth Sciences (DrC). At DrC , continuous efforts are
being made to improve usability (user-friendliness) of the data sites and the related databases. In this article, we report
some progresses made recently on the ocean-observation database “Data Research System for Whole Cruise Information
in JAMSTEC (DARWIN)”, and the deep seafloor rock sample database” Geochemistry and Archives of ocean floor rocks
on Networks for Solid Earth Knowledge Integration (GANSEKI)”.
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1. 背景

JAMSTEC（海洋研究開発機構）では，1980年代より研
究体制を整え，1990年代には深海微生物プロジェクトを
立ち上げた．その後，生物学だけでなく海洋学やシミュ
レーションを含む環境学，地震学などを含む地球科学な
ど，多分野の，大きいプロジェクトが次々に立ち上がり，
船舶や潜水船などの施設・設備を利用した研究活動を行っ
てきた．船舶「みらい」は1998年度から，船舶「なつし
ま」，「よこすか」，「かいれい」及び各種の潜水調査機器
は2001年度から，これら研究船利用研究に関して公募さ
れるようになった．課題が採択されれば，JAMSTECに所
属しない研究者でも深海底を含む海洋地球観測の調査航
海に参加できる仕組みである．現在では，毎年約百航海
および二百潜航での調査が実施されている．これらの研
究活動からは，幅広い分野の観測，分析，画像等のデー
タや岩石，コア，生物等のサンプルが取得され，これら
を記述するクルーズレポートなどの報告書が作成される
が，JAMSTEC地球情報研究センター（以下，DrC）では，
これら貴重な情報やサンプルを人類の財産と考え，情報
公開サイトで公開することによって，他の研究，教育や
アウトリーチなどを目的とする活動へのデータ，サンプ
ルの広範囲な2次利用を促進し，有効活用されることを
目指してきた（佐藤・他，2011）．また，国際的な関係機
関による海洋観測データ公開に対しても，JODC（日本海
洋データセンター; Japan Oceanographic Data Center）を
通じてデータ提供を実施し，世界中の海洋研究に寄与し
てきた（Seta, et. al., 2013; Levitus, et. al., 2013）．

2008年度からは，JAMSTECの基本方針に基づき，デー
タ・サンプル取り扱いに関する規程類を整備し，航海で取
得されたデータ・サンプルを一元的に管理して，「観測航
海データサイト」等による地球観測データの公開を進め
てきた．その後，2012年10月より「観測航海データサイ
ト」内のデータをデータベース化し，「JAMSTEC航海・潜
航データ探索システム（Data Research System for Whole

Cruise Information in JAMSTEC: DARWIN）」として新た
に公開を始めた（佐藤・他，2013）（図1，2）．
この図2はまた，観測データの取得から公開までの流
れも示している．すなわち，JAMSTECの船舶，潜水調査
機器で取得された観測データは，輸送専用のルートによ
りDrCに届けられる．その後，DrCにおいて，受領，検
品，データ処理も伴う品質管理などの過程を経て公開準
備がなされ，オンラインやオフラインで観測データは公
開される．岩石，堆積物コア，生物の各種サンプルには
専門知識をもってこれらの適切な管理と提供を行うキュ
レータがおり，メタデータ（採取日時や場所などのサン

プルに関する情報のこと）や岩石，堆積物コアサンプル
そのものの管理，公開を担当するというシステムになっ
ている．

DrCが担う公開業務の対象は，5調査船「なつしま」「か
いよう」「よこすか」「みらい」「かいれい」で実施された
全航海，そして「ちきゅう」船舶航海のうち，試験や訓
練などのJAMSTECの独自航海である．2008年度からの
規程類の運用，データ・サンプル管理，各種データ公開
サイトの運用に伴い，データ量が飛躍的に増大した．具
体的には，公開対象となる年間航海数は，2007年度まで
は60以下であったのが2008年度以降は100近くに倍増し
た．これに伴い，データ管理の自動化や，公開サイトの
検索機能の向上が求められてきた．そこで，「船舶観測
メタデータ（観測項目や取得地点などのデータに関する
情報のこと）管理システム（CMO）」によるメタデータ

Fig. 1. The development history of uniform management and opening
“data and sample” by DrC (mainly with DARWIN and GANSEKI
database).

図1. DrCによるデータ・サンプルの一元的管理と公開システムの開発史
（DARWINと新GANSEKIシステムを中心に）．

受領 登録 、検品
品質管理 データ処理
公開準備

DrC（データ管理部署） 

公開 世界中の
ユーザー
へ提供

観測航海データサイト（旧観測データの公開サイト） 

2012年10月よりデータベース化 

メタデータ、データ、 
岩石、コアサンプル 

（Data Research System for Whole Cruise Information in JAMSTEC) 

 DARWIN 

Fig. 2. Data flow from cruises and dives to DARWIN

図2. 航海・潜航からDARWINまでのデータ公開の流れ

JAMSTEC Rep. Res. Dev., Volume 18, March 2014, 65–71 67



海洋観測データ公開システムの持続的発展を目指して
The trial for the sustainable development of the system for publicizing of the ocean-observation data of JAMSTEC

一括管理システムを構築し，種々のデータベースとの情
報の連携を図り，データ管理の自動化，効率化に寄与し
ている．
これら各航海・潜航にて取得される主なデータは水温，
塩分，流向，流速，栄養塩，海上気象，重力，磁力，地形等
に関するものであり，主なサンプルは岩石，堆積物コア，
生物，海水等である．2013年10月1日現在公開中の航海数
は925（1987～2013年）および潜航数は2333（2001～2013

年）となっている．DARWIN内に登録されている船舶で
取得された主なデータ種（メタデータのみの提供も含む．
また，特に探査機取得データはまとめて1項目とした）を
表1に，データ種別ファイル数を表2に纏めた（DARWIN

URL: http://www.godac.jamstec.go.jp/darwin/j）．
これらのデータやサンプルを JAMSTECに提供する者
は，調査航海を計画，実施する研究者である．一方，デー
タの有効活用という概念から，視点を利用者（ユーザー）
に移すと，それらは1次から3次までのユーザーに分類す
ることができよう．1次ユーザーはこれらデータやサン
プルを利用した研究を企画，実施する直接調査航海に関
わる研究者が多く，航海メタデータなども含めた多項目
のデータを有効に利用する傾向がある．また，2次ユー
ザーとはデータやサンプルを研究以外の用途に活用して
行く利用者と定義する．教育や啓蒙活動の利用などもこ
こに含まれる．3次ユーザーはさらにニーズを創成し，潜
在的なユーザーから新規のユーザーを指す．これら多種
ユーザーの発掘が公開システムの持続的発展に必要とさ

Table 1. Various kinds of data provided by DARWIN (as on 1st

October 2013)

表1. DARWINで提供されている主なデータ種（2013年10月1日現在）

地球物
理探査

航跡，海底地形（MBES），重力，三成分磁力
計，全磁力，サブボトムプロファイラ

海上気
象

海上気象，雲底高度，ラジオゾンデ，気象ドッ
プラーレーダー，全天画像，放射照度・輝度

海水連
続観測

流向流速（ADCP，LADCP），水温・塩分，全
炭酸,溶存酸素,一次生産，クロロフィル，光
合成色素，植物プランクトン量

サンプ
ル

岩石，生物，堆積物コア，堆積物，海水

探査機
取得

サブボトムプロファイラ，音響測位，サイド
スキャンソナー，連続水温・塩分・深度計，静
止画像，映像，航跡図

研究者
提出
（PI）

補正等の処理済，サンプル分析

Table 2. Numbers of files of open data (as on 1st October 2013)

表2. 公開中の主なデータ種別ファイル数（2013年10月1日現在）

CTD 潜水船
CTD

XBT XCTD ボトル
採水

連 続
pCO2

7966 544 2799 3521 4369 80

れる．それには，これまでの公開機能に対してさらなる
使い易さ，すなわちユーザビリティの向上が求められる．

2. 公開データのユーザビリティの向上

2008年から運用してきた「観測航海データサイト」で
の課題は次の通りであった．
・データベース化していないため，検索機能がない．キー
ワードや地図で，データやメタデータを検索できない．
したがって，航海のID番号を知らないと航海，潜航，観
測データページにたどりつけない．
・データは個別にダウンロードする仕組みなのでデータ
種の全体像もわからない．
・HTMLページが膨大になり，管理が煩雑である．
そこで， 2011年度よりDARWIN開発の準備を開始し，
データ公開の仕組みの大幅な改善に取り組んだ．
その結果，上記の課題は，DARWINでは次の通り解決
された．
・（用語を含め）統合データベース化を行ったため，地図や
キーワード検索が可能となった（図3）．したがって，多様
なそれぞれのキーワードでの絞り込みが可能となった．
・全体を俯瞰することも可能となった（船舶や潜水船，観測
データ種等）．したがって，どのようなデータを持つデー
タベースであるかという全体像の把握が容易となった．
・DrCでの実現目標であった，「One stop data shop（1つの
公開システム内で，関連データを一度に検索，入手）」の
構築により，バスケット機能（お買い物カート）による一
括ダウンロードが可能となった（Hanafusa, et. al., 2013）．

Fig. 3. Japanese top page of DARWIN. The page can be switched to
English; Overlooking search or search by keywords or on maps was
realized.

図3. DARWINの日本語トップページ．英語ページも併せ持つ;俯瞰しな
がらの検索またはキーワードや地図による検索を実現した．
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また，履歴も残る仕様となっているため，意図せぬ二重
取りを防げる，またデータ更新の確認が可能という利点
がある．
ユーザビリティの向上したDARWIN公開により，海洋
調査データのユーザーの反応の一例として，アクセス解
析結果が上げられる．DARWIN公開前の「観測航海デー
タサイト」において，JAMSTEC以外からの訪問数は，毎
月2500前後で推移していたが，DARWIN公開後，訪問数
は順調な伸びを記録し，「観測航海データサイト」を完全
に閉じた後は，3000～3500の間で推移している．学会発
表等を利用した，1次ユーザーへのDARWINの広報が効
果的であった可能性を示唆するものであろう．今後も，1

次，2次ユーザーコミュニティーへの広報を継続し，順調
に訪問数が増加するよう目指す．

2.1 DARWIN
2.1.1 データツリーとデータ検索

DARWINのトップページから「データツリー」をクリッ
クすると，ページが変わり，そこでデータツリーから船
名または航海時期を選択して，その航路や観測項目を俯
瞰しながら検索する方式である（図4）．このページで航
海，潜航，公表成果，またはデータを選択して，それぞ
れのページを閲覧できる（図5）．

DARWINのトップページから「データ検索」をクリッ
クすると，地図またはメタデータから絞り込むことがで
きる（図6）．

2.1.2 データバスケットを用いたダウンロード機能向上
データのダウンロードおよびダウンロードURL送信は
ユーザー登録者を優先したバスケット機能であり，履歴

Fig. 4. Examples of overlooking search. Here are navigations, dives,
published results, or data to be chosen.

図4. データ俯瞰型の検索例．ここで，航海，潜航，公表成果，またはデー
タを選択できる．

が残る（図7）．データの切り出しや可視化も図のように
選択できるよう準備中である．

Fig. 5. Examples of results of overlooking search Here, navigations,
dives, published results, or data are seen.

図5. データ俯瞰型の検索の結果例．ここで，航海，潜航，公表成果，ま
たはデータを閲覧できる．

Fig. 6. Examples of search by keywords or on maps Left: screening;
right: search results.

図6. キーワードや地図による検索例 左:絞り込み;右:検索結果．

Fig. 7. Download function

図7. ダウンロード機能
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2.1.3 JAMSTEC内の他のデータサイトとの連携
DARWINを中心軸として，JAMSTEC内の各サンプル・
映像画像サイトとの相互リンクを張り，用語を含め統合
データベース化を行った．これにより，例えばDARWIN

とサンプル，画像データベースとの領域横断検索が可能
となった（図8）．

2.2 GANSEKI
2006年より本格運用されていた旧GANSEKI（市山・
他，2011）は，サンプルの取得情報や保管状況，化学分析
データや画像データを表示する機能を備えていたが，検
索機能としては簡単な地図検索のほか，メタデータによ
る絞り込み検索があるのみで，閲覧性や外部データベー
スとの連携機能についても改善の余地があった．2013年
度に公開された新GANSEKI（富山・他，2013a; 2013b）
では，システムとインターフェースの一新により，自由度
の高い検索と快適な閲覧環境を実現した（図9）．検索機
能としては，従来機能に加え全文キーワード検索，分析
データの数値検索などの機能が追加され，ユーザーの目
的により，簡便な検索にも詳細な検索にも対応できるよ

Fig. 8. Integration of data sites in JAMSTEC

図8. JAMSTEC内のデータサイト間の連携

Fig. 9. Search and reading functions of GANSEKI

図9. GANSEKIの検索・閲覧機能

うになった．閲覧機能としては，薄片写真やサンプル写
真を一覧できるサムネイル表示機能や，検索したデータ
を整理して表示するマイリスト機能の実装により，ユー
ザーは快適にサンプルやデータを比較検討することが可
能になった．また，新GANSEKIではJAMSTEC内外で進
む各種データベース構築の取り組みに対応し，各サンプ
ルに複数のURLを登録する領域を設け，容易に関連デー
タを参照できるようになった．DARWINと同様，アクセ
ス解析にてサイトのJAMSTEC外からの訪問数を調査す
ると，新GANSEKI公開以前は，毎月200～300であった
が，2013年5月には学会発表等の周知活動とともに更新
された新GANSEKIシステムの公開により，これまでの
訪問数で最も多い400を記録した．今後の定着度合は，本
サイトの適切なメンテナンスと更新によると思われる．

3. 今後の方向性および展望

海洋観測データを公開している仕組みは数多くあるが，
DrCが提供するDARWINシステムとそのリンクで繋がれ
たデータサイト群は国際的な視点からも大変ユニークで
ある．航海を一つの単位とし，そこで取得された全ての
観測データと，これに付属するタグのように，データを
記述する「メタデータ」を一つのデータベースに纏める．
これでユーザーは自分の求める条件のデータを検索，抽
出することが可能となる．このシステム自体は汎用的で
あるが，各航海に関連した種々の情報を纏めたデータサ
イト群の種類（特に生物サンプル，画像情報など）とその
連携は，世界的にも大変希有な例である．すなわち，ユー
ザーが関心を持つ航海を軸に，DARWINからは主に観測
データを，そしてリンクを介して，岩石・コア・生物各
サンプルのカテゴリー毎のデータやメタデータを集めた
それぞれの公開サイトへ，そして同時に膨大な「潜水船
による映像画像情報」をまとめたデータベースに繋がる
ので，その調査航海について科学的データ・サンプルも
含めて再現，解析することが可能である．この総合シス
テムの質の高さは世界に類をみない．さらに，航海関係
者ではない研究者でも，2次利用を通して，追って解析す
ることができるので，貴重なデータ・サンプルの有効利
用に効果が高いと期待される．実際，これらのサイトの
ユーザーからは，アンケート等を通して「観測データは
高品質であり，信頼性が高い」，「公開サイトが良くまと
まっているので，さらに使用可能なデータ・サンプルを
収集し，充実させて欲しい」等の反応が得られている．
データ管理に関して，常に技術向上を目指すためには，
それぞれのシステムの効率化を尊重すると同時に，お互
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いのシステムの大枠を把握する必要がある．さらにその
ためには，時間とともに変化する共有すべき情報の明文
化と効率的な更新が必要となる．なお，観測データ取得，
輸送，データ管理，品質管理など，各現場では予想外の
事象も発生するので，データ管理を円滑に行うには，常
に関係者間の速やかな連絡が重要と考えられる．
データ・サンプルの有効活用には，さらにユーザーを増
やす，ニーズを創設することが必須であろう．これに対
しては，既に実施しているユーザー登録の管理およびア
ンケート，アクセスの解析等やヒアリング等によるユー
ザーニーズの解析が重要である．一方で，ユーザビリティ
の高いシステムによるデータ提供を行う，ユーザーへの
サービスも大変重要なポイントである。我々はその考え
に基づき，「One stop data shop」を構想し，実現してきた．
更なるサービスとしては，2つの方向性が考えられるだろ
う．1つは可視化である．グラフによる海洋観測データ
の可視化は，DARWINに実装すべきサービスの課題とし
て，準備が進んでいる．これにより，ユーザーは最も必
要なデータを選択し，入手することが容易になると考え
られる．このインターラクティブな可視化の方向性をさ
らに進めると，2次元の地図選択から，3次元の地球空間
によるデータ選択への遷移が考えられる．さらに進めれ
ば，時間軸を導入したインターラクティブな全地球4次元
データ選択の仕組みが必要であろう．もう1つは時間軸
の未来方向である．すなわち，過去の地球環境観測デー
タ項目に加えて，同じ項目の未来への予測とリンクして
いくならば，高いユーザビリティを維持しながら，より多
くのユーザーの多様なニーズに応えていくことができる
と考えられる．4次元データ選択のできる全球データベー
スに，観測データやサンプルのメタデータ，潜水船映像
画像や生物出現予測データなどが連続的に可視化できる
システムが実現すれば，その魅力は科学的価値のみなら
ず，社会に対して多様なニーズを生むと考えられる．さ
らにこの情報プラットホームにJAMSTEC内外のデータ
を混在させていく方向性は議論の余地もあろうが，ユー
ザーの立場で考えれば，ユーザビリティの高いシステム
のデータ種・数は多い方が良いと考えられる．
このように，データ公開システムの持続的発展を目指
すことは，科学研究推進のみならず，重要な社会貢献に
も繋がると考えられる．今後，さらに大容量のデータを
リアルタイムに処理して可視化，ダウンロード，保存，活
用など，それぞれの技術革新，機能向上と共に多様な発
展が期待される。我々はこれに向けて，刻々と変化する
技術などを判断しながら，その時々で最適なシステムを
構築していく必要があろう．
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